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『
和
漢
朗
詠
集
』
の
伝
本
享
受

―
和
歌
本
文
の
変
遷
―

惠　

阪　

友
紀
子

一
、
は
じ
め
に

　

平
安
時
代
中
期
、
藤
原
公
任
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
和
漢
朗
詠
集
』

は
数
多
く
書
写
さ
れ
、
読
み
継
が
れ
て
き
た
。
平
安
時
代
の
写
本
に
つ
い

て
は
、
粘
葉
本
・
伊
予
切
・
近
衞
本
の
系
統
と
関
戸
本
・
雲
紙
本
の
系
統

が
対
立
す
る
本
文
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
以
外
の
諸
本
に
つ
い
て
は
「
い
づ
れ
と
も
判
定
つ
か
ず
夫
々
に
特
異
の

本
文
を
有
し
て
雑
類
と
も
称
す
べ
き
も
の
」（
堀
部
正
二
『
校
異
和
漢
朗
詠

集
』
大
学
堂
、
一
九
八
一
年
）
と
さ
れ
、
系
統
立
て
て
分
類
は
さ
れ
て
い

な
い
。

　

平
安
時
代
に
書
写
さ
れ
た
伝
公
任
筆
本
・
葦
手
下
絵
本
・
山
城
切
を
始

め
、
鎌
倉
期
以
降
に
書
写
さ
れ
た
諸
本
類
を
検
討
し
て
み
る
と
、
多
く
諸

本
が
共
通
し
て
粘
葉
本
に
一
致
す
る
箇
所
、
関
戸
本
に
一
致
す
る
箇
所
が

少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
粘
葉
本
系
統
、
関
戸
本
系
統
が

混
在
し
た
本
文
が
流
布
し
て
い
た
。

　
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
伝
本
は
現
存
状
況
が
把
握
し
き
れ
な
い
ほ
ど
現
存

し
、
さ
ら
に
複
雑
な
異
同
が
見
ら
れ
、
系
統
分
類
を
す
る
こ
と
は
容
易
で

は
な
い
。

　

本
稿
で
は
、
平
安
期
写
本
と
鎌
倉
期
以
後
の
写
本
を
比
較
し
、
と
く
に

和
歌
本
文
に
注
目
し
、
鎌
倉
期
以
降
の
伝
本
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

な
お
、
本
文
の
引
用
に
際
し
て
は
、
適
宜
漢
字
を
あ
て
た
。

二
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
諸
本

　
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
伝
本
は
、
平
安
時
代
に
書
写
さ
れ
た
も
の
に
限
っ
て

も
、
古
筆
切
と
し
て
伝
わ
る
も
の
も
含
め
る
と
二
十
種
類
以
上
に
な
る
。
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今
回
は
平
安
時
代
の
書
写
の
う
ち
、
完
本
ま
た
は
上
巻
が
ま
と
ま
っ
て
伝

わ
る
も
の
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
ら
と
鎌
倉
期
以
降
に
書
写
さ
れ
た
伝
本
の

う
ち
、
主
な
も
の
を
比
較
す
る
。
今
回
取
り
上
げ
た
の
は
以
下
の
諸
本
で

あ
る
。

　

な
お
、
詩
題
や
作
者
は
省
略
さ
れ
た
り
後
か
ら
加
え
ら
れ
た
り
す
る
も
の

が
多
い
た
め
、
比
較
対
象
に
は
入
れ
ず
、
詩
歌
本
文
の
み
を
対
象
と
し
た
。

（
1
）
平
安
書
写

　

名
称
（
略
称
／
略
号
）

粘
葉
本
系
統　

・
伝
行
成
筆
粘
葉
本
（
粘
葉
本
／
粘
）

　
　
　
　
　
　

・
伝
行
成
筆
伊
予
切
（
伊
予
切
／
伊
）

関
戸
本
系
統　

・
伝
行
成
筆
関
戸
本
（
関
戸
本
／
関
）

　
　
　
　
　
　

・
伝
行
成
筆
雲
紙
巻
子
本
（
雲
紙
本
／
雲
）

そ
の
他　
　
　

・
伝
公
任
筆
巻
子
本
（
伝
公
任
筆
本
／
公
）

　
　
　
　
　
　

・
世
尊
寺
伊
行
筆
葦
手
下
絵
本
（
葦
手
下
絵
本
／
葦
）

　
　
　
　
　
　

・
伝
藤
原
定
頼
筆
山
城
切
（
山
城
切
／
山
）

（
2
）
鎌
倉
期
以
降
書
写

・
専
修
大
学
蔵
建
長
三
年
本
（
専
修
大
学
本
／
専
）

・
天
理
大
学
付
属
図
書
館
蔵
貞
和
本
（
貞
和
本
／
貞
）

・
関
西
大
学
図
書
館
蔵
生
田
文
庫
本
（
生
田
本
／
生
）

・
逸
翁
美
術
館
蔵
伝
冷
泉
為
秀
筆
本
（
伝
為
秀
筆
本
／
逸
秀
）

・
国
会
図
書
館
蔵
菅
原
長
親
書
入
本
（
長
親
本
／
長
）

・
書
陵
部
蔵
本
（503.167

）（
書
陵
部
Ｄ
本
／
書
Ｄ
）

・
正
安
二
年
奥
書
本
（
正
安
本
／
正
）

・
伝
後
京
極
良
経
筆
嵯
峨
切
（
嵯
峨
切
／
嵯
）

・
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
（
冷
泉
家
本
／
冷
）

・
陽
明
文
庫
蔵
伝
後
醍
醐
天
皇
筆
本
（
伝
後
醍
醐
天
皇
筆
本
／
後
）

・
逸
翁
美
術
館
蔵
伝
行
成
筆
本
（
伝
行
成
筆
本
／
逸
成
）

・
逸
翁
美
術
館
蔵
伝
伊
房
筆
本
（
伝
伊
房
筆
本
／
逸
房
）

・
逸
翁
美
術
館
蔵
伝
行
能
筆
本
（
伝
行
能
筆
本
／
逸
能
）

・
逸
翁
美
術
館
蔵
伝
二
条
為
親
筆
本
（
為
親
本
／
逸
親
）

・
今
治
市
河
野
美
術
館
蔵
伝
寂
蓮
筆
本
（
伝
寂
蓮
筆
本
／
蓮
）

・
東
北
大
学
三
春
秋
田
文
庫
蔵
伝
兼
好
筆
本
（
伝
兼
好
筆
本
／
兼
）

・
今
治
市
河
野
美
術
館
蔵
伝
久
我
長
通
筆
本
（
伝
長
通
筆
本
／
通
）

・ 

東
北
大
学
三
春
秋
田
文
庫
蔵
覚
恕
法
親
王
筆
本

 

（
覚
恕
法
親
王
筆
本
／
覚
）

・
蓬
左
文
庫
蔵
伝
山
崎
宗
鑑
筆
本
（
伝
宗
鑑
本
／
宗
）

・
東
京
大
学
図
書
館
本
（
中
古
16
・
3

－

1
）（
東
大
本
／
東
）

・
書
陵
部
蔵
本
（503.1

）（
書
陵
部
Ｂ
本
／
書
Ｂ
）

・
書
陵
部
蔵
本
（
谷.21

）（
書
陵
部
Ｃ
本
／
書
Ｃ
）
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三
、
鎌
倉
期
以
降
の
写
本
の
本
文
系
統

　
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
伝
本
系
統
と
し
て
は
、
粘
葉
本
系
統
と
関
戸
本
系
統

の
対
立
が
知
ら
れ
る
。
両
系
統
の
大
き
な
対
立
は
、
上
巻
の
巻
頭
に
置
か

れ
た
目
録
の
配
列
と
、
上
巻
春
部
の
項
目
配
列
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
上
巻
目
録
・
冬
部

粘
葉
本　
　

…
霜
・
氷
付
春
氷
・
雪
・
霰
…

関
戸
本　
　

…
霜
・
雪
・
氷
付
春
氷
・
霰
…

②
上
巻
春
部
の
項
目
配
列

粘
葉
本　
　

…
藤
・
躑
躅
・
款
冬
…

関
戸
本　
　

…
躑
躅
・
款
冬
・
藤
…

　

鎌
倉
期
以
降
の
写
本
は
、
①
②
の
ど
ち
ら
の
箇
所
も
、
調
査
し
た
範
囲

で
は
す
べ
て
関
戸
本
に
一
致
す
る
。
大
枠
で
は
関
戸
本
の
系
統
に
一
致
す

る
。

　

し
か
し
、
詩
歌
の
有
無
や
本
文
異
同
を
見
て
い
く
と
、
関
戸
本
の
系
統

に
属
す
る
と
も
言
い
が
た
い
。
た
と
え
ば
、
上
巻
秋
部
「
雁
付
帰
雁
」
の

配
列
と
詩
歌
の
出
入
り
を
挙
げ
て
お
く
。

③
上
巻
秋
部
「
雁
付
帰
雁
」
の
配
列

三
二
一　

雁
飛
碧
落
書
青
紙
、
隼
撃
霜
林
破
錦
機
。

三
二
二　

  

碧
玉
装
筝
斜
立
柱
、
青
苔
色
紙
数
行
書
。

 

（
粘
・
伊
ナ
シ
）

三
二
三　

  

雲
衣
范
叔
羈
中
贈
、
風
櫓
瀟
湘
浪
上
舟
。

 

（
関
・
雲
ナ
シ
）

　
「
碧
玉
」
の
詩
句
は
粘
葉
本
系
統
に
な
く
、「
雲
衣
」
の
詩
句
は
関
戸
本

系
統
に
な
い
。
し
か
し
、
平
安
書
写
の
公
任
筆
本
を
は
じ
め
、
そ
の
他
の

諸
本
で
は
、
す
べ
て
こ
の
両
方
の
詩
句
を
も
ち
、
か
つ
配
列
に
乱
れ
も
な

い
。
つ
ま
り
、
両
系
統
が
混
ざ
り
合
っ
た
形
の
伝
本
が
流
布
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

本
文
異
同
の
点
で
も
両
系
統
の
混
在
が
認
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
関

戸
本
系
統
に
一
致
す
る
例
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

「
款
冬
」
一
四
二

か
は
づ
鳴
く
か
み
な
び
川
に
か
げ
見
え
て
今
や
散
る
ら
む
山
吹

の
花 

（
粘
）

「
咲
く
」
粘
・
伊
・
逸
成
以
外
の
諸
本

「
九
月
尽
」
二
七
七
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山
さ
び
し
秋
も
過
ぎ
ぬ
と
つ
く
る
か
も
槇
の
葉
ご
と
に
お
け

る
朝
霜
（
粘
・
伊
・
葦
・
東
）

「
暮
れ
ぬ
と
」
関
・
雲
、
そ
の
他
諸
本

「
つ
き
ぬ
と
」
山
・
逸
能

「
暮
れ
な
ば
」
書
Ｃ

　

一
方
、
関
戸
本
系
統
に
対
立
し
、
粘
葉
本
に
一
致
す
る
例
も
多
く
あ
る
。

　
「
雨
」
八
五

桜
が
り
雨
は
ふ
り
き
ぬ
同
じ
く
は
ぬ
る
と
も
花
の
か
げ
に
か
く

れ
む　
（
粘
）

「
も
る
」
関
・
雲

　
「
九
月
尽
」
二
七
五

頭
目
縦
随
禅
客
乞
、
以
秋
施
与
太
応
難
。（
粘
）

「
客
」
↓
「
僧
」（
関
）

「
応
」
↓
「
以
」（
関
）　

雲
紙
本
は
両
字
と
も
判
読
不
能

　

八
五
、
二
七
五
番
の
よ
う
に
、
粘
葉
本
と
関
戸
本
が
対
立
す
る
場
合
で
、

調
査
し
得
た
諸
本
で
は
す
べ
て
粘
葉
本
に
一
致
す
る
。
ま
た
、
次
の
よ
う

に
、
諸
本
間
で
対
立
す
る
例
も
多
い
。

「
早
春
」
一
五

い
は
そ
そ
ぐ
た
る
ひ
の
上
の
早
蕨
の
も
え
い
づ
る
春
に
な
り
に
け

る
か
な
（
粘
・
伊
）

「
た
る
ひ
」  

葦
・
山
・
冷
・
逸
親
・
逸
能
・
逸
房
・
貞
・
長
・

嵯
な
ど

「
た
る
み
」  

関
・
雲
・
公
・
蓮
・
逸
秀
・
書
Ｂ
Ｄ
・
逸
成
・
正

な
ど

「
蘭
」
二
九
〇

主
し
ら
ぬ
香
こ
そ
に
ほ
へ
れ
秋
の
野
に
誰
が
ぬ
ぎ
か
け
し
ふ
じ
ば

か
ま
ぞ
も
（
粘
・
伊
）

「
香
こ
そ
に
ほ
へ
れ
」  

為
秀
・
覚
・
逸
親
・
書
Ｃ
・
貞
・
正
・

専
・
嵯
な
ど

「
香
は
に
ほ
ひ
つ
つ
」  

関
・
雲
・
公
・
葦
・
山
・
蓮
・
冷
・
書

Ｂ
・
兼
な
ど

　

こ
の
よ
う
に
、
諸
本
間
で
対
立
が
見
ら
れ
る
上
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
諸
本

が
必
ず
ど
ち
ら
か
の
系
統
に
一
致
す
る
わ
け
で
も
な
い
。
た
と
え
ば
葦
手

下
絵
本
は
一
五
番
歌
で
は
粘
葉
本
系
統
に
一
致
す
る
が
、
二
九
〇
番
歌
で

は
関
戸
本
系
統
の
本
文
を
持
つ
と
い
う
よ
う
に
、
特
定
の
伝
本
が
ど
ち
ら

か
の
系
統
の
特
徴
を
は
っ
き
り
示
す
と
い
う
こ
と
は
な
い
。



101

　

な
ぜ
こ
の
よ
う
に
複
雑
な
本
文
異
同
が
起
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

四
、
本
文
改
変
（
1
）

　

粘
葉
本
・
関
戸
本
が
一
致
し
て
い
な
が
ら
他
本
が
対
立
す
る
例
を
取
り

上
げ
、
本
文
対
立
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。
ま
ず
は
、
上
巻
夏
部
「
更
衣
」

一
四
四
番
、
秋
部
「
秋
興
」
二
二
二
番
の
場
合
を
挙
げ
て
お
く
。
な
お
、

諸
本
略
号
の
う
ち
太
字
は
平
安
書
写
の
も
の
で
あ
る
。

背
壁
残
灯
経
宿
焔
、
開
箱
衣
帯
隔
年
香
。

「
残
灯
」  

粘
・
伊
・
関
・
雲
・
逸
能
・
書
Ｄ
・
通
・
逸
房
・
逸
能

な
ど

「
灯
残
」  

公
・
葦
・
山
・
蓮
・
逸
秀
・
冷
・
逸
親
・
逸
成
・
貞
・

正
・
専
・
長
・
嵯
な
ど

楚
思
眇
茫
雲
水
冷
、
商
声
清
脆
管
絃
秋
。

「
眇
茫
」  

粘
・
伊
・
関
・
雲
・
山
・
東
・
逸
親
・
逸
能
・
書
Ｂ
Ｄ

な
ど

「
淼
茫
」  

公
・
葦
・
逸
秀
・
覚
・
宗
・
書
Ｃ
・
逸
成
・
逸
房
・

貞
・
専
・
嵯
・
正
・
長
な
ど

「
眇
淼
」
通

　

逸
翁
行
能
筆
本
や
書
陵
部
Ｄ
本
な
ど
、
一
部
の
伝
本
は
粘
葉
本
な
ど
に

一
致
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
伝
公
任
筆
本
、
葦
手
下
絵
本
、
山
城
切
な
ど

の
平
安
書
写
本
も
含
め
、
多
く
の
伝
本
で
は
粘
葉
本
・
関
戸
本
と
は
対
立

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
詩
句
は
、
ど
ち
ら
も
白
居
易
詩
か
ら
の
抜
粋
で
あ

る
。
該
当
箇
所
の
本
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

○
背
壁
灯
残
経
宿
焔
、
開
箱
衣
帯
隔
年
香
。

 

（
白
氏
文
集
・
三
三
六
〇
・
早
夏
暁
興
贈
夢
得
）

○ 

背
壁
灯
残
経
宿
焔
、
開
箱
衣
帯
隔
年
香
。

 

（
千
載
佳
句
・
夏
・
一
二
〇
）

○
楚
思
淼
茫
雲
水
冷
、
商
声
清
脆
管
絃
秋
。

（
白
氏
文
集
・
八
八
二
・
盧
侍
御
与
崔
評
事
為
予
於
黄
鶴
楼
置
宴
宴

 

罷
同
望
）

○ 

楚
思
淼
茫
雲
水
冷
、
商
声
清
脆
管
絃
秋
。

 

（
千
載
佳
句
・
秋
興
・
一
六
四
）

　

い
ず
れ
の
場
合
も
、
伝
公
任
筆
本
な
ど
後
の
本
文
が
『
白
氏
文
集
』
や

『
千
載
佳
句
』
の
形
に
一
致
す
る
。『
和
漢
朗
詠
集
』
の
本
文
改
変
、
享
受

に
つ
い
て
は
、
木
藤
智
子
）
1
（氏

が
「
平
安
時
代
に
お
け
る
『
和
漢
朗
詠
集
』

の
書
写
と
享
受
」 
の
な
か
で
、
一
四
四
番
の
「
残
灯
」「
灯
残
」
の
異
同
、
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白
詩
な
ど
の
用
例
を
検
証
し
、「
平
安
書
写
本
で
は
、
原
詩
の
「
灯
残
」
と

い
う
形
で
は
な
く
、
当
時
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
「
残
灯
」
と
い
う
ま
と
ま

っ
た
熟
語
の
形
で
書
写
さ
れ
て
い
た
」
と
し
た
う
え
で
、
平
安
書
写
と
鎌

倉
書
写
本
の
違
い
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

平
安
期
の
四
本
（
引
用
者
注
：
粘
葉
本
・
伊
予
切
・
関
戸
本
・
雲
紙

本
の
四
本
）
に
共
通
す
る
「
残
灯
」
と
い
う
本
文
は
、
そ
れ
以
後
の

伝
本
に
は
継
承
さ
れ
ず
、
鎌
倉
期
の
伝
本
で
は
「
灯
残
」
の
形
に
改

め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。（
…
中
略
…
）
鎌
倉
期
の
朗
詠
集
は
原

詩
の
形
に
校
訂
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

確
か
に
、
和
歌
に
お
い
て
も
典
拠
に
よ
っ
て
本
文
が
書
き
換
え
ら
れ
た

例
が
み
ら
れ
る
。

「
九
日
」
二
六
五

わ
が
や
ど
の
菊
の
白
露
け
ふ
ご
と
に
い
く
よ
た
ま
り
て
淵
と
な
る

ら
む「

た
ま
り
て
」  

粘
・
伊
・
関
・
雲
・
葦
・
山
・
蓮
・
逸
能
・

書
Ｄ
・
兼
・
通
な
ど

「
つ
も
り
て
」  

公
・
為
秀
・
東
・
為
親
・
書
Ｂ
・
逸
房
・
貞
・

正
・
長
・
嵯
な
ど

「
せ
ま
り
て
」
冷

　

二
六
五
番
歌
は
、
粘
葉
本
・
関
戸
本
い
ず
れ
も
第
四
句
は
「
い
く
よ
た

ま
り
て
」
と
あ
る
の
に
対
し
、
伝
公
任
筆
本
な
ど
後
世
の
写
本
の
多
く
が

「
つ
も
り
て
」
と
す
る
。
こ
の
歌
は
『
拾
遺
集
』
秋
部
一
八
四
番
歌
で
あ

り
、
天
福
本
を
は
じ
め
『
拾
遺
集
』
諸
本
で
は
「
つ
も
り
て
」
と
あ
る

（『
拾
遺
抄
』
に
当
該
歌
は
所
収
さ
れ
て
い
な
い
）。
同
様
に
、

「
槿
」
二
九
四

朝
顔
を
な
に
は
か
な
し
と
思
ひ
け
む
人
を
も
花
は
い
か
が
見
る
ら

む「
い
か
が
見
る
ら
む
」
粘
・
伊
・
関
・
雲

「
さ
こ
そ
見
る
ら
め
」  

葦
・
蓮
・
逸
秀
・
覚
・
宗
・
東
・
逸
親
・

逸
能
・
書
Ｂ
Ｃ
Ｄ
・
兼
・
通
・
逸
房
・

逸
成
・
貞
・
専
・
正
・
嵯
・
長
な
ど

「
い
か
が
思
は
む
」
冷

　

二
九
四
番
歌
の
場
合
も
、
第
五
句
「
い
か
が
見
る
ら
む
」
が
葦
手
下
絵

本
に
「
さ
こ
そ
見
る
ら
め
」
と
あ
り
、
冷
泉
家
本
を
除
い
て
諸
本
と
も
「
さ
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こ
そ
見
る
ら
め
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
歌
も
『
拾
遺
集
』（
哀
傷
・
一
二

八
三
）『
拾
遺
抄
』（
雑
下
、
宮
内
庁
本
、
貞
和
本
）
に
あ
り
、
や
は
り
諸

本
と
も
「
さ
こ
そ
見
る
ら
め
」
と
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
例
の
よ
う
に
、
平
安
期
写
本
も
含
め
、
多
く
の
伝
本
で
は
典

拠
に
合
わ
せ
る
形
に
本
文
改
変
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

も
う
一
例
挙
げ
て
お
く
。

「
早
秋
」
二
一
一

秋
立
ち
て
い
く
か
も
あ
ら
ね
ど
こ
の
寝
ぬ
る
あ
さ
け
の
風
は
た
も

と
寒
し
も）

2
（

「
寒
し
も
」
粘
・
伊
・
関
・
雲
・
公
・
葦
・
逸
親
・
逸
能
な
ど

「
涼
し
も
」  

山
・
蓮
・
逸
秀
・
覚
・
書
Ｂ
Ｃ
・
兼
・
通
・
逸
房
・

長
な
ど

　

二
一
一
番
歌
の
第
五
句
は
粘
葉
本
を
は
じ
め
、
関
戸
本
、
伝
公
任
筆
本

な
ど
で
は
「
た
も
と
寒
し
も
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
、
平
安
期
書
写
で
は
山

城
切
は
「
た
も
と
涼
し
も
」
と
対
立
す
る
。
鎌
倉
期
以
降
に
書
写
さ
れ
た

も
の
で
は
、
伝
寂
蓮
筆
本
、
貞
和
本
な
ど
を
は
じ
め
、
複
数
の
諸
本
が
山

城
切
に
一
致
す
る
。

　

こ
の
歌
は
、『
万
葉
集
』
巻
八
・
一
五
五
五
に
「
秋
立
ち
て
い
く
か
も
あ

ら
ね
ば
こ
の
寝
ぬ
る
あ
さ
け
の
風
は
た
も
と
さ
む
し
も
」
と
あ
る
の
が
出

典
で
あ
る
。
第
五
句
は
、
粘
葉
本
な
ど
の
形
が
万
葉
集
と
一
致
す
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
歌
は
、『
拾
遺
集
』『
拾
遺
抄
』
に
も
収
載
さ
れ
る
歌
で

あ
る
が
、『
拾
遺
集
』（
天
福
本
）
や
『
拾
遺
抄
』（
流
布
本
・
貞
和
本
）
で

は
「
た
も
と
涼
し
も
」
と
あ
り
、『
拾
遺
集
』
の
異
本
系
統
や
『
拾
遺
抄
』

（
書
陵
部503

・243

本
）
な
ど
で
は
「
寒
し
も
」
と
な
る
よ
う
に
、
諸
本
間

で
の
対
立
が
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
典
拠
に
よ
っ
て
書
き
換
え
ら
れ
た
と
い
う
よ
り
は
、
勅

撰
集
の
流
布
本
の
形
、
言
い
換
え
れ
ば
、
平
安
期
お
よ
び
そ
れ
以
降
に
用

い
ら
れ
た
本
文
に
よ
っ
て
書
き
換
え
る
傾
向
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
本
文
改
変
（
2
）

　

し
か
し
、
本
文
改
変
が
校
訂
の
結
果
と
は
言
い
が
た
い
例
も
少
な
く
は

な
い
。
上
巻
春
部
「
三
日
付
桃
」
の
四
四
番
歌
を
例
に
挙
げ
る
。

み
ち
と
せ
に
な
る
と
い
ふ
桃
の
今
年
よ
り
花
咲
く
春
に
あ
ひ
そ
め

に
け
り

「
あ
ひ
そ
め
に
け
り
」  

粘
・
伊
・
関
・
雲
・
葦 

・
蓮
・
冷
・

逸
房
・
逸
成
な
ど

「
あ
ひ
に
け
る
な
か
」  

公
・
山
・
逸
秀
・
東
・
逸
親
・
書
Ｂ
・
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通
・
貞
・
正
・
嵯
・
専
な
ど

「
あ
ひ
そ
し
に
け
る
」
多
賀
切
・
生

「
な
り
に
け
る
か
な
」
書
Ｄ

「
あ
ふ
ぞ
う
れ
し
き
」
逸
能
・
覚
・
兼
・
長
な
ど

　

こ
の
歌
は
、
第
五
句
に
さ
ま
ざ
ま
な
異
同
が
見
ら
れ
る
箇
所
で
あ
る
。

『
拾
遺
集
』（
賀
・
二
八
八
）『
拾
遺
抄
』（
賀
・
一
九
一
）
で
は
以
下
の
通

り
の
本
文
に
な
っ
て
い
る
。

○ 

み
ち
と
せ
に
な
る
て
ふ
桃
の
今
年
よ
り
花
さ
く
春
に
あ
ひ
に
け
る

か
な 
（
拾
遺
集
天
福
本
）

○ 

み
ち
世
へ
て
な
る
て
ふ
桃
の
今
年
よ
り
花
さ
く
春
に
あ
ひ
そ
し
に

け
る 

（
拾
遺
集
異
本
系
統
・
拾
遺
抄
流
布
本
・
拾
遺
抄
貞
和
本
）

○ 

み
ち
と
せ
に
な
る
て
ふ
桃
の
今
年
よ
り
花
さ
く
春
に
あ
ひ
そ
し
に

け
る 

（
拾
遺
抄
書
陵
部405.111

本
異
本
Ａ
系
統
）

○ 

み
ち
世
へ
て
な
る
て
ふ
桃
の
今
年
よ
り
花
さ
く
春
に
あ
ひ
そ
め
に

け
り 

（
拾
遺
抄
書
陵
部503.243

本
）

　

粘
葉
本
や
関
戸
本
な
ど
、
平
安
期
の
写
本
に
多
く
見
ら
れ
る
「
あ
ひ
そ

め
に
け
り
」
の
本
文
は
、『
拾
遺
抄
』（
書
陵
部503.243

本
）
の
み
に
見
ら

れ
る
形
で
あ
る
。
伝
公
任
筆
本
・
山
城
切
な
ど
の
他
、
鎌
倉
期
以
降
の
多

く
の
諸
本
は
『
拾
遺
集
』（
天
福
本
）
に
一
致
し
、
こ
れ
ま
で
に
挙
げ
た
例

同
様
、
典
拠
に
合
わ
せ
る
形
へ
の
改
変
に
見
え
る
。
そ
の
一
方
で
、『
拾
遺

集
』（
異
本
系
統
）
や
『
拾
遺
抄
』
な
ど
で
は
「
あ
ひ
ぞ
し
に
け
る
」
の
本

文
を
持
つ
も
の
も
少
な
く
な
く
、
平
安
書
写
の
断
簡
で
あ
る
多
賀
切
や
鎌

倉
書
写
の
生
田
本
が
こ
れ
に
一
致
す
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
書
写
者
が
手
元
に
あ
っ
た
『
拾
遺
集
』
ま
た
は
『
拾
遺
抄
』

の
本
文
と
校
合
し
な
が
ら
写
し
た
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
な
い
。
伝
公

任
筆
本
や
葦
手
下
絵
本
の
場
合
、
こ
の
四
四
番
歌
に
限
ら
ず
、
他
の
箇
所

で
も
典
拠
に
合
わ
せ
た
本
文
異
同
を
持
つ
例
が
多
く
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
二
本
は
装
飾
料
紙
を
用
い
た
巻
子
本
で
あ
る
。
と
く
に
伝
公
任
筆

本
は
目
録
も
な
く
、
詩
題
や
作
者
を
一
切
記
さ
な
い
。
さ
ら
に
「
梅
付
紅

梅
」
な
ど
「
付
紅
梅
」
の
よ
う
な
付
項
目
も
省
略
す
る
な
ど
、
見
た
目
を

重
視
す
る
書
写
態
度
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
よ
う
な
態
度
の
書
写
者
が
典

拠
を
調
べ
て
本
文
を
書
き
換
え
た
と
は
考
え
が
た
い
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
校
合
し
た
と
考
え
た
場
合
、
不
審
に
思
う
の
が
初
句
で
あ
る
。

四
四
番
歌
は
、『
拾
遺
集
』（
異
本
系
統
）『
拾
遺
抄
』（
流
布
本
な
ど
）
で

は
初
句
を
「
み
ち
世
へ
て
」
と
す
る
も
の
も
多
い
が
、『
和
漢
朗
詠
集
』
諸

本
で
は
す
べ
て
「
み
ち
と
せ
に
」
と
あ
り
、
異
同
は
な
い
の
で
あ
る
。
校

合
し
た
と
す
れ
ば
あ
ま
り
に
も
片
手
落
ち
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
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こ
の
四
四
番
歌
の
例
に
限
ら
ず
、
本
文
異
同
の
多
く
が
下
の
句
に
集
中

す
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
初
句
の
異
同
は
少
な
い
。
た
と
え
ば
、「
晩
夏
」
一

七
〇
番
歌
の
場
合
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

ね
ぎ
ご
と
も
聞
か
で
荒
ぶ
る
神
た
ち
も
今
日
は
な
ご
し
と
人
は
い
ふ

な
り「

ね
ぎ
ご
と
も
」
↓
「
と
し
ご
と
に
」
蓮

「
聞
か
で
」  

粘
・
伊
・
逸
秀
・
冷
・
宗
・
東
・
逸
親
・
貞
・
専
な

ど

↓
「
聞
か
ず
」  

関
・
雲
・
公
・
葦
・
山
・
浄
・
覚
・
逸
能
・

長
・
書
Ｄ
Ｂ
な
ど

「
神
た
ち
も
」  

粘
・
伊
・
公
・
山
・
逸
秀
・
逸
能
・
書
Ｄ
・
な
ど

↓
「
神
だ
に
も
」  

関
・
雲
・
葦
・
浄
・
冷
・
覚
・
宗
・
東
・

逸
親
・
書
Ｂ
な
ど

↓
「
神
た
ち
と
」
蓮

「
な
ご
し
と
」  

粘
・
伊
・
雲
・
公
・
山
・
蓮
・
冷
・
東
・
書
Ｂ
な

ど

↓
「
な
ご
し
の
」  

葦
・
浄
・
逸
秀
・
逸
能
・
書
Ｄ
・
貞
・
専

な
ど

「
人
は
い
ふ
な
り
」  

粘
・
伊
・
雲
・
公
・
山
・
蓮
・
冷
・
覚
・

東
・
逸
親
・
書
Ｄ
Ｂ
な
ど

↓
「
は
ら
へ
な
り
け
り
」
葦
・
浄
な
ど

↓
「
は
ら
へ
と
い
ふ
な
り
」
逸
秀
・
宗
・
貞
・
専
な
ど

↓
「
は
ら
へ
す
る
ら
し
」
逸
能
な
ど

一
七
〇
番
歌
の
場
合
、
初
句
の
異
同
は
、
伝
寂
蓮
筆
本
の
一
本
の
み
が
「
ね

ぎ
ご
と
も
」
を
「
年
ご
と
に
」
と
す
る
。
し
か
し
、
第
二
句
以
下
は
、
非

常
に
複
雑
な
異
同
を
呈
し
て
い
る
。

　

も
う
一
例
、「
秋
興
」
二
二
九
を
挙
げ
て
お
く
。

秋
は
な
ほ
夕
ま
ぐ
れ
こ
そ
た
だ
な
ら
ね
荻
の
上
風
は
ぎ
の
下
露

「
夕
ま
ぐ
れ
こ
そ
」  

粘
・
浄
・
逸
秀
・
覚
・
宗
・
東
・
逸
親
・

逸
能
・
書
Ｂ
な
ど

↓
「
わ
れ
に
て
し
こ
そ
」
伊

↓
「
た
だ
な
ら
ず
こ
そ
」  

関
・
雲
・
公
・
葦
・
山
・
冷
・

書
Ｄ
な
ど

「
た
だ
な
ら
ね
」  

粘
・
伊
・
浄
・
逸
秀
・
覚
・
宗
・
東
・
逸
親
・

逸
能
・
書
Ｂ
な
ど

↓ 

「
思
ほ
ゆ
れ
」
関
・
雲
・
公
・
葦
・
山
・
冷
・
書
Ｄ
な
ど

※
一
首
ナ
シ
…
蓮
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二
二
九
番
歌
の
場
合
も
第
二
〜
三
句
に
は
異
同
が
見
ら
れ
る
が
、
初
句
に

異
同
は
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
初
句
に
異
同
が
見
ら
れ
る
歌
も
あ
る
。

「
早
春
」
一
六

谷
風
に
と
く
る
こ
ほ
り
の
ひ
ま
ご
と
に
う
ち
い
づ
る
浪
や
春
の
初
花

「
谷
風
」
粘
・
伊
・
後
・
東
・
書
Ｂ
・
兼
な
ど

↓
「
山
風
」  

関
・
雲
・
葦
・
生
・
浄
・
蓮
・
逸
秀
・
冷
・

覚
・
宗
・
逸
親
・
書
Ｄ
・
通
な
ど

↓
「
春
風
」
山

↓
「
■
風
」
公　
（
■
…
判
読
不
能
）

↓
「
山
川
に
」
逸
能

一
六
番
歌
の
場
合
、
初
句
に
の
み
異
同
が
あ
る
。「
谷
風
」「
山
風
」
の
異

同
は
単
な
る
誤
写
で
は
な
く
、『
古
今
集
』（
春
上
・
一
二
）
で
も
異
同
が

見
ら
れ
る
本
文
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
大

半
の
異
同
は
初
句
以
降
に
集
中
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
状
況
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
本
文
は

勅
撰
集
な
ど
の
形
に
変
わ
っ
て
い
く
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
必
ず
し
も
校

訂
し
た
結
果
と
は
言
え
な
い
。
む
し
ろ
、
親
本
に
忠
実
に
書
写
し
た
の
で

は
な
く
、
初
句
だ
け
を
見
て
、
あ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
の
書
写
者
が
暗
唱
し
て

い
る
形
で
書
い
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
る
ほ
う
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

六
、
鎌
倉
期
以
降
の
写
本
の
特
徴

　

最
後
に
、
平
安
期
書
写
本
と
鎌
倉
期
以
降
の
諸
写
本
が
対
立
す
る
例
を

挙
げ
て
お
く
。

「
月
」
二
五
九

白
雲
に
羽
う
ち
か
は
し
飛
ぶ
雁
の
か
げ
さ
へ
見
ゆ
る
秋
の
夜
の
月

「
か
げ
」
粘
・
伊
・
関
・
雲
・
公
・
葦
・
山
・
蓮
な
ど

「
か
ず
」  

冷
・
覚
・
宗
・
逸
親
・
書
Ｂ
Ｃ
Ｄ
・
兼
・
通
・
貞
・

専
・
正
・
長
な
ど

　

二
五
九
番
歌
は
、
平
安
書
写
本
は
す
べ
て
「
か
げ
」
で
あ
る
が
、
鎌
倉

期
以
降
の
写
本
で
は
「
か
ず
」
の
本
文
が
多
く
な
る
。
こ
の
歌
は
『
古
今

集
』（
秋
上
・
一
九
一
）
所
収
歌
で
あ
り
、
嘉
禄
二
年
本
を
は
じ
め
定
家
本

の
系
統
な
ど
で
は
第
三
句
「
か
ず
」、
元
永
本
・
筋
切
本
、
六
条
家
の
諸
本

で
は
「
か
げ
」
と
本
文
が
対
立
し
、
定
家
と
六
条
家
の
顕
昭
が
論
争
し
た
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こ
と
で
も
よ
く
知
ら
れ
た
歌
で
あ
る
。

　

平
安
写
本
の
ほ
か
、
伝
寂
蓮
筆
本
・
逸
翁
為
秀
筆
本
・
逸
翁
行
成
筆
本

な
ど
、
比
較
的
書
写
の
古
い
も
の
で
は
「
か
げ
」
と
あ
る
が
、
伝
兼
好
筆

本
・
貞
和
本
な
ど
、
南
北
朝
以
降
の
写
本
に
な
る
と
圧
倒
的
に
「
か
ず
」

と
す
る
本
文
が
多
く
な
る
と
い
う
は
っ
き
り
し
た
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
古
今
集
歌
が
す
べ
て
定
家
本
系
統
に
一
致
し
て
い
く
傾
向
を

見
せ
る
わ
け
で
は
な
い
。

「
暮
春
」
四
九

い
た
づ
ら
に
過
ぐ
す
月
日
は
お
ほ
か
れ
ど
花
み
て
く
ら
す
春
ぞ
少
な

き
「
過
ぐ
す
」  

粘
・
伊
・
関
・
雲
・
公
・
葦
・
山
・
覚
・
書
Ｂ
Ｃ

Ｄ
・
兼
・
通
・

「
過
ぐ
る
」  

蓮
・
為
秀
・
冷
・
宗
・
東
・
逸
親
・
逸
能
・
逸
成
・

貞
・
専
・
正
・
長

「
お
ほ
け
れ
」
逸
親
・
逸
能
・
覚
・
宗
・
東
・
逸
房
・
嵯
・
長

○ 

い
た
づ
ら
に
過
ぐ
す
月
日
は
お
も
ほ
え
で
花
み
て
く
ら
す
春

ぞ
少
な
き 

（
古
今
集
・
賀
・
三
五
一
）

○ 

い
た
づ
ら
に
過
ぐ
る
月
日
は
お
ほ
か
れ
ど
花
み
て
暮
ら
す
春

ぞ
少
な
き 

（
興
風
集）

3
（

・
一
四
）

　

四
九
番
歌
の
場
合
も
、
平
安
期
書
写
本
に
は
異
同
は
見
ら
れ
な
い
が
、

後
世
の
伝
本
で
は
第
二
句
〜
三
句
に
わ
ず
か
な
違
い
が
み
ら
れ
る
。
こ
の

歌
は
『
古
今
集
』（
嘉
暦
二
年
本
）
で
は
「
過
ぐ
す
月
日
は
お
も
ほ
え
で
」

と
あ
る
が
、
こ
れ
に
一
致
す
る
も
の
は
今
の
と
こ
ろ
『
和
漢
朗
詠
集
』
諸

本
に
は
見
ら
れ
な
い
。

　

平
安
書
写
本
「
過
ぐ
す
月
日
は
お
ほ
か
れ
ど
」
は
、『
古
今
集
』
で
は
元

永
本
・
筋
切
本
な
ど
と
一
致
す
る
。
伝
為
親
筆
本
・
伝
行
能
筆
本
の
「
過

ぐ
る
月
日
は
お
ほ
け
れ
ど
」
は
、
善
海
所
伝
本
（
私
稿
本
）
と
静
嘉
堂
文

庫
蔵
の
伝
為
相
筆
本
の
書
入
れ
、
伝
寂
蓮
本
、
伝
為
秀
筆
本
な
ど
の
「
過

ぐ
る
月
日
は
お
ほ
か
れ
ど
」
は
右
衛
門
切
と
『
興
風
集
』
に
見
ら
れ
る
本

文
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
確
認
し
て
校
訂
し
た
と
は
考
え
難
い
。

　

や
は
り
書
写
者
が
諳
ん
じ
て
い
た
歌
を
書
い
て
し
ま
っ
た
結
果
、
こ
の

よ
う
な
複
雑
な
異
同
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

二
五
九
番
歌
の
場
合
、
定
家
と
顕
昭
の
論
争
が
あ
っ
た
た
め
に
本
文
が

固
定
し
、
四
九
番
歌
の
場
合
に
は
意
味
の
違
い
の
よ
う
な
大
き
な
異
同
で

は
な
か
っ
た
め
に
混
乱
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
写
本
は
書
写
当
時
の
歌
の
状
況
を
反
映
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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七
、
ま
と
め

　

鎌
倉
期
以
降
の
諸
伝
本
の
特
徴
と
し
て
は
、
漢
詩
文
に
関
し
て
は
典
拠

に
よ
る
本
文
改
変
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
歌
の
場
合
は
親
本
を
忠
実
に
写

す
の
で
は
な
く
、
書
写
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に
諳
ん
じ
て
い
た
形
で
書
き
写
し

た
結
果
、
異
同
が
複
雑
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
そ
の
本
文
異
同

は
、
書
写
当
時
の
歌
本
文
の
状
況
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
複
雑
な
異
同
を
見
せ
る
詩
歌
が
あ
る
一
方
、
詩
歌
に
全
く

異
同
が
な
い
、
ま
た
は
誤
写
程
度
の
異
同
し
か
見
ら
れ
な
い
詩
歌
も
実
は

多
い
。
上
巻
の
場
合
、
三
分
の
一
近
く
の
詩
歌
に
ほ
ぼ
異
同
が
み
ら
れ
な

い
。

　

今
後
は
こ
れ
を
手
が
か
り
に
、
異
同
の
多
い
詩
歌
と
少
な
い
詩
歌
と
の

比
較
な
ど
か
ら
諸
本
整
理
を
試
み
た
い
。

〔
注
〕

（
1
） 

木
藤
智
子
氏
「
平
安
時
代
に
お
け
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
書
写
と

享
受
」（『
百
舌
鳥
国
文
』
六
号
、
一
九
八
六
年
十
月
）

（
2
） 

こ
の
歌
に
は
他
に
も
異
同
が
あ
る
が
、
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
に

省
略
し
た
。
以
下
同
様
に
必
要
箇
所
の
み
異
同
を
挙
げ
る
。

（
3
） 

冷
泉
家
本
「
す
ぐ
る
月
日
は
お
ほ
か
れ
ど
」、
西
本
願
寺
本
「
す
ぐ

る
月
日
は
お
ほ
か
れ
ど
」
と
あ
る
。

本
論
文
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
共
同
研
究
（
特
定
・
若
手
）『
和
漢
朗

詠
集
』
の
伝
本
と
本
文
享
受
の
研
究
の
成
果
の
一
環
で
あ
る
。

（
え
さ
か　

ゆ
き
こ
／
京
都
精
華
大
学
・
特
任
講
師
）


